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本研究は「職業性ならびに環境起因性呼吸器疾患の為あ高分解能コンピューター断層画像の国際分類
(ICOERD)」が、塵肺のスクリー三ング・サーベイランスに国際的に使用されているILO塵肺X線写真国
際分類 (ILO分類)と呼吸器領域における基本的な評価ツールである換気機能検査と持つ関係をそれぞれ
解析した。このICOERDはエキスパートの見識に基づき、ILO分類とは独立して開発されており、この
二つの関係を見ることに意義がある。症例群46例と対照群28例合わせて74例を対象に、病歴・職業性
粉塵曝露歴 。喫煙歴の聴取を行い、胸部X線写真(CXR)と胸部 HRCT、換気機能検査を施行した。HRCT、
CXRともに専門家3名により独立読影を行つた。ICOERDにおける肺実質異常の重症度(総和 Grade′19
段階)とILO分類の小陰影密度 (ProfuЫon)について3名の中央値を採用した。換気機能検査はアメリ
カ胸部学会(ATS)、ヨーロツノく呼吸器学会(ERS)のガイドラインに準拠した。
しん肺の小陰影は小粒イ犬影22例、小不整形陰影 1例であつた。密度カテゴリとでの4区分で0型51
例、1型17例、2型5例、3型1例であつた。HRCTは粒状影(RO)22例、不整形陰影(IR)20例、肺
気月重(EM)23例、すリガラス影(GGO)1例、蜂巣月市(HC)1例であつた。CXRとHRCTの関連につき、本
対象者の職歴が結晶性珪酸曝露主体であり、CXRでも小粒状影が圧倒的多数であつたことから、小粒状誘
に焦点を当て、CXRでの小不整形陰影 1伊Jを除き、小粒状影について解析を行つた。その結果、小粒状
影の密度(12区分)と粒状影(RO)の総和Grade(19段階)の間のスピアマンの相関係数は0.844で、統計
学的に有意(pく0.05)であつた。
対象者において換気機能はVC 3.35±0.97L′0/OVC(日本呼吸器学会′JRSの予測式を使用)88.49土
19.240/0′FVC 3.31 ±0,96L′FEV1 2.48 ±0, 4L′FEV1/FVC 73.フ2± 12,40/0′0/OFEVl(JRSの予
測式を使用))80,62±210/0であつた。
換気機能指標とICOERDのGradeとの関係を評価につき、Gradeを基とした順位尺度としてScoreに
再グループ化を行つた。ROはSCO「eO-2の3群IRはScore O-3の4群、EMについてはScore O-4の
5群に分けた。換気機能指標について ScOre群において一元配置分散分析を行い、多重比較には
Tukey―Kramerの方法を行つた。ROにおいては FVC、FEViについて有意差を認めたが、多重比較では
有意差はなかつた。IRはいずれの換気機能指標でも有意差を認めなかつた。EMはFEVと、FEV1/FVC、O/0
FEVl、MMF、PEFについて有意差を認め、多重比較においてもFEVl、FEV1/FVC、MMF、PEFの平均は
Score 4群がScore O群に比べて有意に低く(pく0.05)、FEV1/FVCの平均はScore 3′4群が Score O′1′2
群より有意に低かつた(pく0.05)。
換気機能指標の各々の結果を目的変数とし、説明変数としては RO′IR′EMの各 Score、と換気機能に
影響する年齢、身長、喫煙歴(pack―year)も重回帰分析に強制投入した。その結果 RO′IRはどの換気機能
指標に対しても有意な関連を持たなかつた。しかし、EMはFEVl、FEV1/FVC、0/oFEVl、MMFに対して
有意な関連を認めた。一秒量の関係式は以下の通りであつた。
FEVl=-0.653-O.050X年齢 +0,039×身長 (cm)-0.0025×喫 煙 歴 (pack―year)-0.097X
RO(Score)+o.12XIR(SCOre)-0,19XEM(Score)(年齢′身長′EMのScoreが有意)
本研究においてはICOERDにおけるROのGradeカテゴリーはILO分類上の小粒状影の密度カテゴリ
ーに有意に相関していた。それゆえ、ICOERDのRO Gradeカテコ｀リーもこれまでのものと同じように
研究、調査、スクリー三ングに使用できると考えられる。またICOERDのEMのScoreが一秒量を中心
とした閉塞性換気障害の指標と有意な関連を認めた。肺気腫については閉塞換気機能指標に基づいて適切
(こ言己毒魂されていると示唆された。以上から本学の医学博士号に十分に価すると判断する。
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